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人工的改変遺伝子を導入 して作成 したショウジョウバエの “遺伝性筋疾患 "

ショゥジョゥバエ間接飛翔筋のアクチンの 245番 目のアミノ酸であるグリシンをアスパラ

ギン酸に変えた場合におこる筋原繊維の変化を示す電子顕微鏡写真。この図では筋原繊維を

輪切りにしているので,点状に見える細いアクチンフィラメントと,中空に見える太いミオ

シンフィラメントとがおたがいに結晶状に配列しているのが見える。この異常なアクチン分

子はいったん細いフィラメントに組み込まれ、羽化直後には正常な構造を形成する (上図)。

しかし、細いフィラメントは不安定で寿命が短いため,早 く結晶に組み込まれた筋原繊維中

央部から順に構造が壊れ (下図), ショウジョウバエは飛ぶことができない。他のアミノ酸

変化の場合には,周辺部から変性することもあり,ア クチン分子の各部分の機能を反映して

いると考えられる。このような結晶構造は蛋自分子間の協同現象の結果であり,突然変異と

いう分子内の微小な変化を増幅して観察することができる。

最近の遺伝子技術の進歩により,ク ローニングした遺伝子に試験管内で任意の改変を加え,

その人工的遺伝子を染色体に再び導入し,いわゆるトランスジェニック個体を作成すること

ができるようになった。特にショウジョゥバェでは,動 く遺伝子 (ト ランスポゾン)を利用

してDNAを染色体に正確に挿入して発現させる技術が確立しており,人工的にデザインし

た遺伝子変異を持つ個体を作成して解析できる。ヒトの遺伝病の研究では,遺伝子 1個 の変

化である事を確実に証明しつつ研究することが困難であるが,シ ョウジョウバエを用いるこ

とによって厳密な実験ができる。

物理学教室・遺伝子実験施設 堀田 凱樹
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東京大学理学部国際理学ネットワークについて

理学部の教職員である皆様を始めとする国内外

のネットワーク関係者および理学系研究機関の支

援で始まった東大・ハワイ大学間の高速計算機ネ

ットワークは,8月 9日 に接続テス トを終え,い

つも利用できる状態になっている。国内の理学系

研究機関とのネットワークはこれから整備が始ま

るのだが,すでに理学部から世界に向けて高速計

算機ネットヮークが開通 したことになる。国内外

に広がった高速計算機ネットヮークの整備が極度

に遅れている日本にあって,本ネットヮークが開

設できた意義は大きい。このネットワーク開設に

至った経緯を説明すると共に,利用に先立つ予備

知識として計算機ネットワークのア ドレス方式な

どについて解説する。

このネットワークは東京大学理学部 。国際理学

ネッ トワーク, TOdai lnternational Science

Network(TISN)と 呼ぶこと|こ する。ハワイから

来るバックボーンを理学部 3号館に延長する工事

も9月 に行われる予定である。その頃には理化学

研究所,高エネルギー物理学研究所とも接続され

ていると思われる。ぜひ各号館の計算機を使って ,

世界各地の計算機が リアルタイムでネットワーク

される新時代を実感 してほしい。来年度には10近

くの国内研究機関がこのネットワークに接続され

る見通 しである。国際共同研究や国際会議,デー

タベース検索などで本ネットワークを最大限に利

用 していただくと共に,幅広いご支援をお願いし

たい。

(I)高速計算機ネットワークの整備の必要性

わが国は,電算機の生産で世界の トップの座を

アメ リカと争っていると自他共に認めるところま

で成長 してきた。その恩恵は大学や研究所にもお

国際理学ネットワーク委員会

釜 江 常 好

よび,他の研究設備は貧弱でもスーパー・ コンピ

ューターを持ちCPUパ ワーで欧米を凌駕 してい

るところが多い。その一方で,研究や教育現場の

経常予算が非常に低 く抑えられているため,ヮ ー

クステーション (WS)や ローカルエリア・ ネッ

トワーク (LAN)を 使った計算機利用の多様化

が大幅に遅れている。この不幸な事態は大学や研

究所での計算機利用形態に悪影響を与えているだ

けでなく,日 本の計算機産業のヮークステーショ

ンやネットワーク分野での立ち遅れの遠因ともな

っている。これらLANの 発達の上に立つ広域計

算機ネットワークに至っては,多数の大学や研究

機関にまたがる事業を予算化することの困難さも

付け加わり,整備計画す ら立っていないのが現状

である。

わが国の基礎研究は着実に発展 し,世界の リー

ダーの一角に食い込みつつある。そして本学理学

部にも国外から共同研究の申し込みが相次ぎ,す

でに多 くのプロジェクトが成功裡に進行 している。

このような共同実験や観潰1の 進行と共に,データ

の交換やプログラムの共同開発をスムースに行 う

ための環境を整備する必要が生 じている。高エネ

ルギー物理学の分野では,1980年代前半から国内

外の同業者ネットワーク (HEPNET)の 整備が進

み,高工研の実験で得われたデーターが共同実験

に参加 しているアメリカの大学から直接アクセス

できるようになっている。また世界的公共データ

。ベースの維持・運営でも,高工研が一部を分担

している。ここ数年,他分野の研究者から自分達

の分野で同業者ネットワークが完成するまで,H
EPNETを 使わせて欲しいとの声が相次いで寄

せられていた。国際ネットワークの不備は外国の

共同研究者がデータを触れたり議論に参加するの
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を妨げる「非関税障壁」だと言う米国の研究者もい

た。この状態が長 く続けば今後の国際共同研究に

悪影響が出るだけでなく,公共データベースや公

共プログラムを一方的に無償利用するが外国には

何 も提供 しない「ずるい国」とのイメージを定着

させることになってしまうのは明白である。

(■)国際理学ネットワークの開設に至った経緯

とその意義

以上のような事情の中で,こ の国際理学ネット

ヮークの誕生の契機が,突然やってきた。1988年

の秋に,NASAや NSF,DOEの 支援を取り

付けたハワイ大学計算機情報科学T.ニ ールセン

助教授より,「東京・ハワイ間の専用回線料金を

分担 したり機器を一部無償提供するから,基礎研

究における汎太平洋ネットワークの日本での中心

になってほしい」と言った非常に魅力的な提案が

東大を始めとする複数の機関になされた。NAS

Aで研究されてきた天文学科吉村宏和助教授が,

ぜひ提案に前向きに応 じたいと強 く希望され,物

理学科和田昭允教授 (当時評議員)や HEPNE

T関係者に方策を相談された。1989年 2月 には和

田昭允教授が非公式な検討会を召集され,出席者

全員が前向きに取 り組むことに賛意を表 した。そ

れを受けて,和田教授を中心に,必要経費と財源

さらには長期的な運営方針などが検討され,教授

会の承認を得てネットワーク開設へ本格的に取り

組むことになった。和田昭允学部長と情報科学坂

村健助教授の尽力により,富士通株式会社から理

学部に寄付の申し出を受けることができ,発足に

要する機器と一年余の専用回線使用料が確保でき

ることになった。そして東大理学部国際理学ネッ

トヮークの具体化と維持運営を担当する本委員会

が発足 し,今 日に至っている。

ここでわが国の理学分野での研究用広域ネット

ワーク (国内外)の現状と将来の見通 しについて

考えてみよう。欧米では多 くの分野で国際的同業

者ネットワークが張り巡 らされており,それらは

熱心に日本への上陸地点を求めてきたし,求めて

いる。その結果,大学や研究所の研究グループが

苦 しい財政事情をやりくりして日本の窓口となっ

ている場合が多い。しかし国内の研究用広域ネッ

トワークが未整備なため,国内の同業者が広 く加

入できる状況になっていない。またネットワーク

の容量も9,600 bps程 度で,メ ールのやり取りし

か出来ないのが現状である。

我々は国際理学ネットワークを, このような現

状を改善する解決策の一つであると捉えている。

すなわち本理学部が共同研究を通 じて関係する国

内の理学関係の研究・教育機関と経費を分担 し合

いながら国際ネットワークを構築すれば,そ の上

に理学関係の多 くの同業者ネットワークを乗せる

ことも可能になる。本理学部が国際回線の上陸地

点近 くにある理学全般を網羅する国内の中心的な

研究機関である上に,強力な情報科学者集団を抱

えていることを併せ考えると,我々が積極的に動

くことが現状を改善できる数少ない方策とも思わ

れる。ニールセン氏はハヮイを中心とした汎太平

洋ネットワークの構築に情熱を燃やすネットワー

クの専門家であり,比較的軽い費用負担でハワイ

州,ア メリカ本土,ヨ ーロッパはもとよリオース

トラリア,ニ ュージーランドとも高速計算機 リン

クが実現できることになる。残る課題は,本理学

部が共同研究している国内研究機関がどれだけ参

加を希望するかにある。参加する研究機関が増え

れば,費用負担が軽減されること以上に,国内の

理学ネットワークが整備されることを意味する。

この観点から可能な限り関係諸機関に便宜を計り,

国際電信電話株式会社 (KDD)の 規約等の許す

範囲内でネットワークを広げる努力を続けること

が重要になって くる。

EEll 東大理学部およびハワイ大学での接続 (現

状ならびに見通 し)

東大理学部での接続

理学部内の接続案は図 1に示 した。理学部 1/

4/7/化 学館は近いため Ethernetで 接続 して

いるが, 2/3/5号 館は構内通信回線とモデム

での接続となる。 3号館には大ロユーザが多いこ

とと大型計算機センター (学術情報センターのネ
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東京大学理学部国際理学ネットワーク計画配線図

7号館

615室

3号館 LAN

7号館 2号館

4F&5F LAN

1号館

地球物理研究施設

ハワイ大学ヘ

研究所A

研究所 B

研究所C

号館

天文・地物

Apollo Domain Ring

化学図書

地殻化学

物理・申間子 1,AN

図 1 理学部側の接続
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図 2 ハワイ大学を中心とした太平洋地域の国際ネットワーク
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ットワークがきている)の接続のため,128-256

kビ ット/秒のリンクとし,ハ ワイからのバ ック

ボーンを延長 しゲー トウェイ機器を設置する。 2

/5号館には富士通のS3(SUN3同 等品)を

設置 し構内通信回線とモデムで 7号館の S3と接

続する。理学部 1/4/7/化 学館地域で学科単

位のLANが 発達すれば,ゲー トウェイ機器を挿

入し相互に独立性が保てるようにする予定である。

ハワイ大学での接続

ハワイ大学ではアメリカ合衆国本土と 512kビ

ット/秒で,オ ース トラリアと64kビ ット/秒で

結ばれている (図 2参照)。 ニールセン氏は来年

度以降に韓国とも接続 したい意向である。 ヨーロ

ッパヘはアメリカ各地から専用回線が張られてい

る。ハワイ群島内では,ハ ワイ大学の各キャンパ

ス,ハ ワイ島の各天文観測施設などと高速でネッ

トヮークされている。

圃 各種国際的ネットワークとの関係

データ通信をするには,配線から電気信号に至

るハー ドウェアの規格,ア ドレスや配達方法と各

種コー ドの送受信の規格 (プ ロトコル), 加入メ

ンバーを制限 し名簿 (計算機の住所録)を管理 し

合う (同業者ネットワーク,電子メール交換加入

者団体)な ど,取 り決めを守らねばならぬ。この

うちわれわれが関与するのは,こ こでプロトコル

と呼ぶレベルから後である。いま世界で広 く使わ

れているTCP/1P(UNIX系 のOSを採用

している計算機間)と DECnet(DECttVAXの

OSであるVMSを 採用 している計算機間)を ,

両方ともサポー トする。この外に,電子メール交

換だけのBITNETが あるが,こ れもサポー ト

する予定である。ネットワークの各段階での国際

規格,OSIが 近い将来に設定されようとしてい

る。上記プロトコルは新規格に直ちに対応できる

見通 しである。

M 国際理学ネットワーク利用のための予備知

識

利用を希望する人は表 1に 出ている所属学科 。

施設の委員または所属号館の班長に連絡 し,表 2

にリス トされている計算機にユーザー登録をする

必要がある。同表に各部局のユーザーマシンが何

であるか,ま たその部局のTCP/1Pの ア ドレ

ス名 (部局コー ド)が示されている。ユーザーマ

シンでDECnetが使えるならば,そ のマシンの

DECnetの ノー ド名 (ホ ス ト名)を別の欄に示し

た。所属部局によってはDECnetが使えないのだ

が,DECentは 限られた同業者ネットワークでし

か使われていないため,そ うした分野以外の研究

者には必要ないと思われる。BITNETに 関し

ては,BITNETⅡ に変わる時 (1990年 ?)に

TCP/1Pか らの利用が可能になると見ている。

それまではBITNETの 使用は待っていただく

ことになろう。

電子メールを出したり読んだり,保存 して置 く

にはS3では mail,VAX/VMSで もmail

と言う専用プログラムがあるのでそれを使うと便

利である。遠隔地にある計算機にリモー ト。ログ

インをするには,TCP/1Pで は telnetを ,

D E Cnetで は set hostを 使うと良い。その際 ,

リモー ト・ ログインする計算機にアカウントを持

つ必要があることは言 うまでもない。また国内外

のネットワーク上の計算機で仕事中 (logon中 )

のユーザーに,文字をタイプし合うことで直接通

信できる talkや phoneな どのプログラム,大量

のデータを送るファイル転送プログラム,さ らに

はア ドレス簿を管理するプログラムなども整って

いる。

ネットワークでつながっている計算機はすべて

が互いのア ドレスを認識 し合えるようになってい

る。その方式はTCP/1P(単 に IPと 略され

る場合が多い)と D E Cnetで は大いに異なる。

その概略を以下に述べる :

TCP/1Pの ア ドレス方式とその管理

ア ドレスは,郵便 の住所表示のように階層的

構造の組織名が割り振 られており,下の階層では

簡単に下部ア ドレスを変更 したり,追加できる。

このような構造で遠隔地のマシンに正しく届 くに

は,階層毎に自分の管轄区域内のア ドレスを知っ
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国際理学ネットワーク委員会委員およびオブザーバーのリス ト

■委 員

数 学 教 室     寺田 至 (助手 :内 4064)
情 報科 学教 室    坂村 健 (助教授 :内 4094),高 田広章 (助手 4106)
物 理 学 教 室     釜江常好 (教授 :内 4204),早 野龍五 (助教授 :4235),

寺井 章 (助手

天 文 学 教 室     内田 豊 (教授

地球物理学教室     松野太郎 (教授

化 学 教 室     田隅三生 (教授

宇宙科学研究所

国 立 天 文 台

理 化 学 研究所

内 4196)
内4260),柴 橋博資 (助手 :内 4261)
内4294),林  祥介 (助手 :内 4282)
内4327),市 田 光 (助手 :内 4361)

生物 化学教室    横山茂之 (助教授 :内 4392)
動 物 学 教 室     石井直方 (助手 :内 4429)
植 物 学 教 室     中野明彦 (講師 :内 4462)
人 類 学 教 室     青木健一 (助教授 :内 4485)
地 質 学 教 室     鳥海光弘 (助教授 :内 4507)
鉱 物 学 教 室     芳賀信彦 (助手 :内 4547)
地 理 学 教 室     池田安隆 (助手 :内 4576)

地球物理学研究施設        林 幹治 (助教授 :内 4587)
分光化学センター         化学教室の委員が兼務

素粒子物理国際センター      井森正敏 (助手 :内 4232
中間子科学研究センター      坂本真一 (助手 :内 4616)
地殻化学実験施設         五十嵐丈二 (助手 :内 4450)
理学部天文学教育研究センター   天文学教室の委員が兼務

■オブザーバー

東大附属原子核研究所       鵜飼熊太郎 (助教授 :短縮 1208:0424-61-4131)

東大附属宇宙研究所        原子核研究所の委員が兼務

東大附属物性研究所        寺倉清之 (助教授 :478-6811)

● |

長瀬文昭 (助教授 :0427-51-3911)
西村史朗 (教授 :0422-32-5111)
市原 卓 (研究員 :0484-62-1111)
DECnet(RIK 835::ICHIHARA)

高エネルギー物理学研究所     苅田幸雄 (助教授 :0298-64-1171)
名古屋大学空電研究所       荻野龍樹 (助教授 :05338-6-3154)
分子化学研究所          諸熊奎治 (教授 :0564-54-1111)

国立遺伝学研究所         宮沢三造 (助教授 :0559-75-0771)

表 i 国際理学ネットワーク委員会の委員とオブザーバーのリスト
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理学部の計算機と部局のコー ド

(TCP/1Pで は*。 s.u一 tokyo.ac.ipの *の部分)

部局名 部局コー ド メールサ ーバ ー a--+f --" / y DECnetノ ー ド名

理学部

数学

情報

物理

天文

地物

化学

生化

動物

植物

人類

地質

鉱物

地理

math

is
nhrrc

astron
geoph

chem

biochem

zool

bot

anthro
qon I

min
geogr

utsun

uts 5

splca

tkysun

未定

未定

utsc

未定

uts 2

uts 2

uts 2

uts 5

uts 5

uts 2

utsun
/JL
/rL
tkyvax

AE
A;E,
/JL
A;E
/JL
TL
/JL
/iL
/iL
/lL

なし

uts 5

各研究室の計算機

tkyvax

未定

未定

utsc

未定

uts 2

uts 2

uts 2

uts 5

uts 5

uts 2

地物研  grl
素物セ  未定

分光セ  化学教室と同じ

中間子  msl
地殻化  eqchOm
天文教  iaut

未定

未定

utsc

tkysun

utsc

未定

未定

未定

utsc

tkyvax

utsc

未定

未定

未定

なし

tkyvax

なし

未定

表 2 ア ドレス表 :部局コー ドと計算機のホス ト名 (ノ ード名)

ているメイルサーバーが必要になる。メール等が

来た場合,各階層でメールサーバーを参照 しなが

ら行き先を探すことになる。理学部全体を掌握す

るのが utsunで あり,情報科学科の高田広章氏が

その管理をする。また日本全体は大型計算機セン

ターの村井純氏が掌握する。今回は,やがて各部

局に数台のマシンが入ることを想定 し,部局毎に

ア ドレス (部局コー ド)を割り振った。現在マシ

ンがない部局では,表 2に掲げた部局を担当する

ユーザーマシンが複数のア ドレスを兼ねている。

理学部では以下の規則に従ってア ドレスを割り振

る予定である。

マシンを指定→ (マ シン名).(部局コー ド).

s.u一tokyO.ac.ip

ここで Sは理学部のことで,u―tokyoは 東大,ac

はacademic,ipは ,apanである。アドレス表示

にあたリマシン名は省略しても良いとする。

マシンを指定しない→ (部局コード).s.u―

tokyo.ac.ip

この場合,部局名で来た通信はどの計算機が担当

するのかは予め設定して置く。例えば表 2の ut‐

sunは utsun.sだけではなく sも面倒見ること

になる。物理学科では physま たは tkyvax.phys

あてのものは tkyvaxが面市1を みるが,tkyvax以

外のマシン名を指定してくれば,そ のマシンに通

信が向けられる。このように部局名を使えば,将来
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とも同じア ドレス名を通せることになる。高速計

算機ネットワークが通 じたこの機会に,手紙のレ

ッターヘッドや名刺の住所欄に自分の計算機ア ド

レスを次のように印刷 し,国内外の友人に知 らせ

て置 くことを勧めたい。

自分の登録名@(部 局 コー ド)

s.u― tokyo.ac.ip

DECnetの ア ドレス方式とその管理

階層構造を持たないため,計算機ごとに世界的

に重複 しないノー ド名を世界中のマシンが管理 し

合う必要がある。日本では高エネルギー物理学の

分野から整備が始まったため,高エネルギー物理

学研究所の苅田幸雄氏が世界への登録の窓口にな

っている。理学部内では tkyま たは utsで始まる

5な いし6文字の名前に統一することを申し合わ

せている。表 2に理学部で DECnetに入っている

計算機のノー ド名を書いた。物理学科ではtkyvax

以外にも多 くの計算機がDECnetに入っている。

DECnetを使う場合の各ユーザーのア ドレスは以

下の様になる。

計算機のノー ド名 ::自 分の登録名

DECnetを使われる方はレターヘッドや名刺に,

このアドレスも印刷されておくと良いと思う。

計算機とTCP/1Pや D E Cnetの 関係

本来TCP/1Pは UNIXマ シン,DECnetは

VAX/VMSマ シンを対象にするが,VAXで
TCP/1Pを 扱うソフトがあると共に,UNI
Xマ シンであるSUNで DECnetを 扱うためのソ

フ トもある。TCP/1Pの 場合,ど こかのUN
IXマ シンがメールサーバになる必要がある。物

理学科の例では tkysunがその役目を果たす。ut_

sunに はDECentを扱うソフ トが入っているため,

DECnetの ノードともなっている。

岡 利用者へのお願い

委員会では利用者登録をどこまで (教職員,大

学院生)認め,利用時間帯 (受信は24時間ベース)

をどうするか,議論 しているところであるが,お

そらく各号館 。各部局での事情に合わせた運営形

態を取ることになると思われる。どのような形態

を取っても,計算機の維持管理にあたる委員達は

忙 しい研究の合間にユーザーヘのサービスをする

ことになる。ユーザーには全面的な協力だけでな

く,仕事の分担もお願いすることになると思われる。

以上の一般的な協力以外に,こ のネットワーク

の健全な運営には以下のような具体的な理解と協

力が必要不可欠となる。

この回線の利用は,国際電信電話株式会社

(KDD)な どの規約による制限を受けて

いる。具体的には東京大学理学部およびK

DDに届けた東京大学理学部と共同研究 し

ている機関の研究グループによる,理学研

究のための利用に限られる。利用者にはこ

の事情を十分理解 し,慎重に運用されるこ

とを要請する。

いわゆるハッカーの侵入やビールスの侵入

を防 ぐと共に,こ れらに対する警戒と防備

をして欲 しい。また理学部からハ ッカーが

出たり,ビールスが蒔かれるようなことは,

全力で防がねばならない。

各部局でSUN/UNIXと ネットワークのエ

キスパートが増え,それらの方達の協力を得るこ

とで利用の輪が広がって行くことを切望しつつ,

この報告を終える。各号館・部局での利用規則等

が出そろい次第,理学部広報などを通じてお知ら

せする予定である。
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「進化の産物としての ヒトの本性」

テレビには,奇怪な生き物がしばしば登場する。

たとえば,空想科学物語の怪獣がそうである。」.

Bo S.ホ ールデーンがかつて指摘 したように,巨

大な鳥は,空を飛べるはずがない。また,巨大な

昆虫は,飛べる飛べないより以前の問題として ,

おそらく呼吸困難で死んでしまうであろう。だが ,

このような空想上の動物よりさらに非現実的なの

が,ホ ーム・ ドラマなどの主人公達ではないかと

思う。誰に対 しても惜 しみなく親切でありうる人

物のことである。ホーム・ ドラマが嫌いな理由の

一つは,こ ういう人物の言動を見聞きしていると,

劣等感に襲われるからである。だが,それと同時

に, ヒトの行動の進化を研究 しているものとして ,

何かしっくりしないからでもある。

私が所属する教室では (自 然)人類学が研究さ

れている。異論もあろうが,人類学の目標を一口

で述べるならば,「進化の産物としてのヒトを理

解すること」と言えるのではなかろうか。ここで

「進化の産物としての」と断わった理由は,医学 ,

心理学,社会学,経済学や文学のように,やはり

ヒトを理解 しようとする学問分野と区別するため

である。 ヒトにはいろいろな側面があるが,私 自

身の関心はその行動にある。

ヒトが進化の産物であるならば,そ の行動が制

約されていて当然である。たとえば,誰に対 して

も惜 しみなく親切でありうる人間は,進化理論に

矛盾する存在である。なぜならば,自 らが行った

親切に対 して何のお返 しもなければ,損をするば

かりだからである。親切心が遺伝決定されており,

さらに損が生存力や繁殖力の低下に結び付 くなら

ば,こ のような性行をもつヒトの数が世代ととも

に減少 し,し まいにいなくなって しまうはずだか

らである。

行動が遺伝決定されているということの意味は,

青 木 健  ― (人類学教室)

環境要因とか文化要因が原因となって,行動の大

幅な個体差が誘発されないということである。逆

に,個体差が見 られる場合,そ の大部分が個体間

の遺伝的な違いに基づいているということである。

また,行動の遺伝決定には,そ の行動に関して親

と子が似るという別の意味もある。 (厳密には,

この二つの意味を区別する必要があるが,こ こで

は立ち入らないことにする。)

では,遺伝的に決定されていないのならば,親

切などの「利他行為」の存在が説明できるであろ

うか。たとえば,こ のような行為が美 しいと感 じ

られるため,文化的に伝承されているのかもしれ

ない。我々は,誰に対 しても惜 しみなく行われる

親切を確かに美 しいと感 じる。だが,こ のような

行為が ヒトの生物学的な本性に反するならば,な

ぜそのように感 じられるのであろうか。実は, ヒ

トの行動の進化を論 じようとするとき, しばしば

直面するのが遺伝と文化の関係の問題である。

念のために付け加えるならば,い ろいろな生物

で,遺伝決定されているとしか考えられない利他

行為が観察されている。利他行為とは,自分は損

をして他者に利益を与える行為である。だが,決

して無差別な利他行為ではない。たとえば,密蜂

の働き蜂が巣を守るために侵入者に襲いかかる行

動は,明 ら―かに利他行為である。その特徴は,近

い血縁関係の個体に向けられているところにある。

すなわち,縁者びいきをしているのである。また,

サルの仲間のヒヒなどでは,お返 しを期待 した利

他行為が報告されている。この場合,赤の他人も

受益者になっているらしいが,自 らの行為に対 し

てお返 しがある点が重要である。実際,こ の二種

類の利他行為の存在は,進化理論と矛盾 しない。

さて,話を文化に戻そう。文化とはなんであろ

うか。「学研国語大辞典」によると,そ れは「人
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間が,そ の精神の働きによって地上に作 り出した,

有形・ 無形のものすべてで,学習によって伝承 し

てゆくもの」である。もう少 し一般的な言い方を

するならば,文化とは模倣によって個体から個体

へ伝達される行動およびその行動の産物,と定義

できるのではなかろうか。ここで重要なのは,両

親から子へ (卵子と精子を介 して)遺伝情報が伝

達されるのと同様に,個体から個体へなんらかの

文化情報が伝達されるという点である。

そもそも,文化はなぜ存在するのであろうか。

ほとんどの動物で,行動は遺伝決定されているか,

あるいは学習による修正が可能であっても,一代

限りの修正に過ぎない。 ヒトの場合,模倣学習に

よる行動の伝承があるばかりか,行動決定におけ

るその比重がかなり大きいようである。 ヒトの系

統における文化の起源の問題に関する答えが,す

ぐに得 られるとは思えない。だが, ヒトの行動の

進化を理解 しようとするならば,ど うしても取り

組まなければならない問題である。以下,こ の問

題に関する考察を述べて脱稿することにする。

文化の起源は,言語能力の進化と密接に関係 し

ているに違いない。なぜならば,言語を持つと持

たないでは,情報の量と質に格段の差が生 じるか

らである。ところで,現代人では幼少の頃から言

語機能が発達 し, 5歳までには十分話せるように

なる。また,論理的思考力のように比較的高い年

齢で完成する能力と異なり,ほぼ思春期を過ぎる

と新 しい言語の獲得が困難になる。たとえば,外

国語のネーティブ・ スピーカーにもはやなれない。

言語機能が早い時期に発現することには,な んら

かの意味があるのではなかろうか。生存上重要な

情報を親から小さい子へ伝達するために言語能力

が進化 したと考えるならば,理解できないでもな

い。現在,ス タンフォー ド大学のM.W.フ ェル ド

マン教授と共同でこの仮説について研究 しており,

幾つかのモデルの理論的な解析からこれを支持す

る結果を得ている。

次に,遺伝情報は母親と父親の両方から子へ伝

達されるが,多 くの動物では,文化情報は母親だ

けから伝達される。その理由は,父親が精子のみ

を寄与 し,子育てに参加 しないからである。その

ため,文化情報は遺伝情報に圧倒される傾向にあ

る。もちろん,親子関係にない個体間でも文化伝

達が見られるが,文化の起源の問題にあまり影響

しないことが分かっている。このような状況では,

遺伝決定に取って代わって文化決定が出現するこ

との難 しさが,直感的に理解できるのではなかろ

うか。 したがって,想像を退 しくするならば, ヒ

トの系統で文化と言語が発達 した背景には,両親

による共同育児が前提条件としてあった,と考え

られるのではなかろうか。

0))

|
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郷本と場駒

0

駒場の教養学部に15年間お世話になり,昨年 4月

から植物学教室に戻ってきました。大学院の途中

で新 しく出来た生物化学科に移ったので,植物学

教室のメンバーになったのは31年 目のことになり

ます。理学部 2号館の外観は昔と同じですが,内

部はすっかり変っていました。勿論,学生時代に

教わった先生方は一人も居られず,教室の運営の

仕方も全 く新 しくなっていました。

同じ大学の中でも,所が変わるといろいろ違っ

ている点が多 く,面白いと思います。始めて理学

部の教授会に出て吃驚 したことが二つあります。

一つは定刻通りに人が集まり会議が始まっていた

ことです。人数の多いせいもあるでしょうが,教

養学部ではこのようなことは全 く経験 したことが

ありません。このため新任教官として紹介される

日であるのに遅亥1し てしまいました。二つ目は,

教授会の途中でおやつが配られたことです。これ

は全 く予想もしていませんでした。教養学部では

机の上のお茶を自分で勝手に入れて飲むだけです。

教授会の長さは,理学部の方が長いように感 じ

ます。一つの理由は,こ ヽ1～ 2年駒場ではジャ

ーナリズムを賑わした問題をはじめとしていろい

ろな出来事が多 く,熱の入った議論がかわされる

教授会が続いたことにあります。学部長は大変だ

ったでしょうが,出席 していて時間を忘れて聞き

いることも多 く,な かなか面白い教授会だったと

思います。幸か不幸か,理学部ではまだこのよう

な経験はありません。

駒場のキャンパスにはまだ植物の種類も多く,

野生も若干残っています。雨の日のヒキガエル,

夏の蚊,一年中居るカラス,そ して時にはヘビに

もお目にか れヽます。本郷では三四郎の池の囲り

を除くと,緑が広がるのは新装なったグランドの

加 藤 栄 (植物学教室)

人工芝だけで,建物ばかりのキャンパスといった

感 じですが,動物 もネコとハ ト,あ と多いのは自

動車ばかりです。たゞ2号館の囲りのケヤキは立

派で,葉が着いている今も,ま た葉が落ちてしま

った後の枝ぶりも見ていて飽きることがありませ

ノし。

駒場ではスペースの狭さに苦労 しました。 しか

し本郷でも同じ苦労があることが分りました。そ

れは理学部広報の 3月 号の “こんなに狭い理学部

の建物 "と いう記事で紹介されている通りです。

部屋の中だけでは収納 しきれず,い ろいろな物を

廊下の両側に並べているのは駒場と同じです。少

し違うのは,建物が古いため廊下が広 く,収用能

力が若千大きいことだけです。どうしても理学院

および教養学院計画を実現させるしか解決は無い

ようです。た ,ゞこ れ以上建物が増えて緑が減る

のは困るという思いが残ります。もっと根本的な

解決を21世紀にかけて考えなければならないでし

ょう。

東大の学部学生の半分は駒場に居る訳ですが,

教養学部でどういう教育が行われているかを余り

御存知無い方が本郷には多いように感じます。時

折, “教養課程の生物で何を教えているのか,進

学してきた学生は基礎的なことを何も知らない "

というお叱かりを受けたことがあります。しかし

その基礎的というのが問題で,多 くの場合,御自

分の専間分野での基礎であり,一般教養の生物か

らみるとかなり専門的であることが多いようです。

理Ⅱや理Ⅲでも,生物学は週 1回 ,半年つゞく講

義が 3つあるだけで,基礎の基礎を教えることし

かできません。また進学振分けの制度についても

いろいろ御質問を受けます。理学部の場合には人

気のある学科が多く,こ のため成績により目的の
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所に進学できなかったり,逆に成績のみによって

進学する所を決めたりすることもあるようです。

しかしいわゆる縦割り制にして入学時に専門を決

めるとなると弊害はもっと大きくなります。受験

産業のコンピューターによって各教室に学生が割

り当てられるという事態さえ起きるかも知れませ

ん。入学 してから1年半の間,自 分の将来や進む

方向について考える時間があることは大切なこと

だと思います。最近,教養 (学)部の廃止が議論

されはじめているようですが,一部の弊害だけで

なく,全体として +か 一かを慎重に判断すること

が必要だと思います。

本郷に比べ,駒場の先生方は 3～ 4倍の授業負

担があります。それにもかかわらず,本郷に移っ

て50%は忙が しくなったというのが実感です。駒

場でも会議は多く,教室主任とか,特定の委員会

の委員になると大変です。 しかし理学部ではヒラ

の教官でもいろいろな用が多すぎます。 1つ の大

きな理由は (委員会の数 ×開催回数)の積が大き

いからだと思います。植物学教室に来て感心した

ことは,教室内のいろいろな委員会の数は結構あ

りますが,開 く回数と,開催 している時間をかな

り詰めてあることです。例えば大学院の専攻会議

私はもともと電波天文屋で,1976年に当時の東

京天文台 (現 ◆国立天文台)の野辺山太陽電波観

測所に助手として採用され,い らい10余年にわた

って電波を手段として太陽フレアの研究を続けて

きました。仕事は,電波望遠鏡の開発 と製作,観

測,データの解析,フ レアのメカニズムの研究 ,

と多岐にわたっています。その私が, 2年半ほど

まえに東京にもどってきて,い まは太陽フレアを

X線で観没1し ようとする Solar― A衛星のプロジェ

電波天文学とX線天文学のはざまで

は通常年に4回 しか開かれません。大ていのことは

専攻主任が,事務の鈴木さんの手を借りて処理 し

ています。その代り,専攻会議にはほゞ全員の担

当教官が出席され,重要な案件を熱心に議論 しま

す。教養学部に居た時は,ほぼ倍の回数の専攻会

議に出席 していましたので,年に 3～ 4回 の会議

が減ったことになります。理学部でも学部長が委

員会の多いことを気にしておられ,い ろいろ考え

ておられます。もし委員会の数を減らすことがで

きなければ,開 く回数を少 くすることも考えてみ

る必要があるのではないでしょうか。このために

は,長の肩書きの付 く方々にある程度の権限を持

っていただき,前例に従って処理できることは会

を開かなくても決定できるようにすることです。

勿論,適当なチェック機能があることが前提です。

民主々義では手続きが大切ですが,民主的に選ば

れた人を信頼 して物事を委ねることは非民主的で

は無いと思います。少 くとも日常業務的な委員会

はこのようにして開催回数を減らすことができる

はずで,そ の分研究や教育により多 くの時間を向

けることができます。今年は夏休みになっても何

かと用が多 く,駒場もいヽなあと思っています。

小 杉 健 郎 (天文学教育研究センター)

クトにかかわっています。

宇宙からの電波が K.」anskyに よって発見され

たのは1932年のことですが,第 2次世界大戦中の

レーダ技術の進展を背景にして,戦後世界各国が

きそいあうように電波天文学を始めております。

当時の技術水準をかんがえますと微弱な宇宙から

の電波を検出することは容易とは言えず,必然的

にまず太陽から観測してみようということにした

国が多かったようです。日本も例外ではなく,50
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年代早々には早 くも東京天文台と名古屋大学空電

研究所に電波天文の小さなグループが誕生し,太

陽電波望遠鏡の建設,太陽電波放射メカニズムの

研究を開始 しました。ご承知のように電波は波長

が長く,解像力を稼ぐことがとても困難です。ア

ンテナの口径を～ 100π以上にすることは非現実

的ですので,多 くの小口径アンテナをケーブルで

つなぎ「開口を合成する」ことで等価的に分解能

～ λ/Dの Dを大きくしてきました。これを干渉

計といいますが,現在ではたくさんのアンテナを

直接ケーブルで結びつけるようなことはせず,ア

ンテナ対ごとの干渉出力を記録し, これを計算機

で処理して画像を合成する方法が主流となってき

ています。

他方,X線天文学のほうは,電波天文学に遅れ

ること約20年,1950年 代の後半に始まります。こ

れはX線が地球大気に遮られるため,ロ ケットや

人工衛星といった乗り物の開発を待つ必要があっ

たからです。当初は宇宙X線の検出そのものが大

発見でしたが,60年代にはX線の到来方向を詳し

く調べる目的で「すだれコリメータ」が考案され

ました。到来方向の異なるX線は,互いに平行に

置かれた 2枚のすだれ板を透過できたり透過でき

なかったりします。この原理を基礎として,すだ

れ板の枚数を増やしたり,すだれのピッチを互い

にずらしたりすることで,い ろいろなタイプの「モ

ジュレーション・パターン」を作ることが可能で

あり,実際にさまざまなバリエーションの望遠鏡

が作られてきました。現在では,X線でも長波長

側は斜入射鏡などの結像系が実現するようになり

ましたが,これからも波長が数オングストローム

以下のX線領域では「すだれコリメータ」が唯一

の画像取得手段でありつづけるものと思われます。

ところで,「すだれコリメータ」はX線粒子の

直進性を活用したもので,電磁波の波としての性

質,すなわち可干渉性を利用して電波の到来方向

を知る電波干渉計とは根本的に異なります。にも

かかわらず 2素子の電波干渉計と2枚すだれのX

線コリメータのあいだには,像合成の原理に共通

項があります。 2素子の干渉計のモジュレーショ

ン・パターンはサイン波であり,X線 コリメータ

の場合はそれが三角山の形になりますが,いずれ

にせよ,出力は天空の輝度分布にこのパターンを

乗 じて積分 したもの,すなわち干渉計の場合は輝

度分布の (ひ とっの)フ ーリエ成分ということに

なります。三角山の場合には通常の意味のフーリ

エ成分ではありませんが,そ の類似のものです。

本当のフーリエ成分なら,ま た全てのフーリエ成

分の取得が行われているのであれば,像合成は単

純にフーリエ逆変換を施すことに尽きて しまいま

すが,現実には cLEAN法 ,Maximum Entropy

法,そ の他の像合成の特殊なテクニックが必要で

す。それはともか くとして,電磁波の両極に位置

する電波とX線 とで意外な共通項があることが御

理解いただけたことと思います。

さて,手法に共通項があるだけでなく,太陽フ

レアの研究,と りわけその高エネルギー的側面の

研究にとっては,電波 (主 としてマイクロ波)と

X線 (いわゆる硬 X線 とよばれる波長の短いX線 )

とは相補いあう関係にあります。電波でのフレア

の研究は,ま ずメー トル波帯で活発におこなわれ,

60年代後半にオース トラリアのカルグーラの砂漠

にアンテナ96基を直径 3 kmの 円周上に配置 した電

波ヘ リオグラフ (太陽写真儀)が建設されて,フ

レアがコロナに引き起こす擾乱の様子を明らかに

しました。その後,フ レア研究の焦点は高エネル

ギー粒子の生成,膨大なエネルギーの発生機構の

解明へと移り,これにともない電波観測の力点は

マイクロ波へと移ってきました。マイクロ波はフ

レアで作 られた高エネルギー電子が活動預域の磁

力線のまわりをジャイレーションすることで放射

されます。同じ高エネルギー電子が周囲のプラズ

マのイオンと衝突すると硬 X線を放射 しますので,

両者を同時に観測すると電子の加速状況,周囲の

磁化プラズマの基本的パラメータ,そ こへの電子

の閉 じ込めの状況,な どをモデル・ インディペン

デントに決めることができます。フレアは活動領

域のコロナの磁場が突発的に激 しい再結合を起こ
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す現象であると思われますので,磁場形状の情報

を与えて くれるマイクロ波の観測は死活的に重要

です。また,X線放射はマイクロ波放射に比べて

その機構が単純で,よ り少ないパラメータで記述

できるという利点を有し, したがって X線観測が

あるとマイクロ波だけの観測では除 くことのでき

ない解釈のアンビギュイティを取り除 くことが可

能となります。

そうした訳で,前回の1980年の太陽活動極大期

には,私たち野辺山のグループは,日 本の「ひの

とり」衛星の運用,衛星データの解析,そ の他 ,

に参加 し,ま た NASAのSMM衛 星のX線望遠

鏡グループと共同研究を行って,種々の重要な結

果を得てきました。それが嵩 じるとどうなるか,

ということを今の私が示 しています。

今の私は,始めにも申し上げましたとおり,19

木曽観測所が始ったときに,何かしないかと誘

われた。それで暗い青い星の掃天観潰1を始めるこ

とにした。明るいクェーサーが見つかればよいと

思ったのである。そばの J氏 に訊いてみると,捜

索されているのは強い電波源の近 くなどだけで面

積的には測度 0と はいわないけど極 く狭いところ

だということで,電波源でないものを見つけるの

は有望そうであった。またその一方で」氏は失望

させ られるようなことも話 した。それまでに見つ

かったクェーサーの光度関数 (明 るさについての

頻度分布)を考えると,16等 より明るいクェーサ

ーはほとんど見つかってしまったというのである。

雑談 していると,そ んな掃天観測をしても,お、つ

うの青い星がいっぱい引掛かって始末が悪いだけ

だと冷笑する人もいた。

さて,掃天観測というのは,あ る意図に従って

91年夏に打ち上げを予定 している太陽フレア観測

衛星 Solar―Aの準備を行っています。なかでも,

この衛星に搭載する硬 X線望遠鏡を,物理教室の

牧島一夫さん,宇宙研の村上敏夫さん,そ の他の

方々と一緒に作っています。「ひのとり」,SMM
に搭載された同種の望遠鏡と比べて,格段の性能

を誇ることができる望遠鏡です。世界で始めての

「多素子フーリエ合成型」の望遠鏡です。 このX

線望遠鏡の科学成果を大きくするためにも,野辺

山の方で現在計画中のマイクロ波帯の高分解能電

波ヘリオグラフ計画が実現することを,強 く願っ

ています。やはり私はまだまだ電波天文屋なので

しょう。ふたつのビック・ プロジェクトがおゝたつ

ながら成功することが,現在の私の夢というわけ

です。

近 藤 雅 之 (天文学教育研究センター)

空を網羅的にさが してゆくことである。日本のア

マチュアのお家芸である彗星探 しなどその例であ

る。もっとも天は広いから,全天を披うのは大変

で,あ る程度区画をつける。われわれの場合は,

銀河系中心と反対の方向で,北の極から南の極ま

でである。これはちょうど秋から冬を経て春まで

の夜で,日 本の晴の季節ということになる。

青い星を見つける方法というのは,別に新 しい

ものではない,最初に光学同定されたX線天体ス

コルピオXlの ときに用いられたように,青いフ

ィルターと赤いフィルターで位置をすこしズラし

て写真をとると,像を比較 して見つけることが出

来る。天体の色は光電管で測られていて,目 的に

応 じてフィルター選択に変種がある。もっとも多

く使われてきたのはジョンソンシステムという紫

外,青,黄の 3色を測るもので,写真でもそれに

15-
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対応する乳剤とフィルターの組合せが考えられて

いる。ジョンソンのシステムではそれぞれ数百オ

ングス トロームの幅の帯域の星の明るさを測り,

5,500Å くらいのv等級と,Vと 4,400Å くらい

のB等級との差B一 V,Bと 3,700Å くらいのU

等級との差U一 Bで表わすのがおゝつうである。B

一Vの ようなお、たつの帯域の明るさの比を天文で

は色とよんでいるが,B― Vと U一 Bのお、たつの

色を縦横の座標にした二色図の上で,多 くの星は

割合狭い帯の上に分布する。多くの星とは,スペ

クトル分類で主系列とか,巨星とか超巨星とかい

われるものである。

この帯から離れたところに,自色矮星とか高温

準矮星とかクェーサーが分布 している。星の放射

のエネルギー分布は黒体からずれているのだが,

自色矮星などはむしろ黒体に近い色を示 し,ふつ

うの星より青いといわれる。 .

木曽のシュミット望遠鏡では,鏡筒の内部に交

換できるフィルター枠を 4個持っており,望遠鏡

の姿勢をかえずにフィルターの交換ができる。 1

枚の乾板の上に,違う波長域の像をず らして撮る

ことが容易に出来るのである。はじめはもうすこ

しソフィスティケー トなやり方を考えたのだが,

金 も手間も省いてこのま 始ゝめた。実はわたしは

ジョンソンに近いシステム,N氏がもうすこし広

いスパ ンの,紫外,緑,赤でUGRを 試みた。な

んの測定機も使わず視察で探 してみると,こ の差

が意外に効いて,UGRの 方がはるかに楽に検出

できるのである。早々にuBVは 諦め,UGRの

掃天に統一された。

1枚の写真をとるのに,Uで 40分,Rで 20分 ,

Gで 100分 かける。 Gの フィルターが狭 くて長 く

か ヽるのが泣き所である。この仕事は 3人でして

いたので, 3人が独立に 2, 3時間かけて乾板を

調べる。 3人目でも収穫が皆無ということはない,

というのはまだ落穂があり得る。見つけた候補天

体の位置を測り,概略の明るさと色を目測する。

そのためにはすでに明るさの知られている暗い天

体を,こ の乾板上に見つけなければならないが,

この辺が一番時間のかかる作業である。

こういう色で掃天する仕事は広い区域で行なわ

れたものはなかった。ちょうどわれわれのすこし

前から銀河北極周辺を調べる仕事がパサデナで行

なわれていた。器械が木曽より小さいので, 1.5

等 くらい極限等級が木曽より明るい。かなり昔か

ら行なわれた掃天では,固有運動の観測がある。

年を距てた乾板をくらべて動いている星をさがす

のだが,近い距離の自色矮星などが多 くか ヽる。

見つかった天体がどんなものかは,結局,精度

の良い光電観測で色を測り,分類用のスペクトル

を調べてみる。これはしか し木曽では出来ないの

で,岡山天体物理観測所の望遠鏡を使っている。

割り当て時間は少いし,天気は悪いしで,能率の

あがらないこと彩 しい。アメリカの掃天の結果は ,

200イ ンチでスペクトル観測がすむまで リス トを

発表 しなかった。木曽ではそういう訳にゆかない。

リス トを見て他所の人がスペクトルをどんどんと

るということも起っている。

能率の差は,ス ペクトルの写真観測にこだわっ

ていることにもある。この頃は他所では写真でな

く,低分散分光器にCCDカ メラである。日本で

もようや くCCDに 置き換えられそうになってき

ている。

色の測定とスペクトルがあれば分類が簡単かと

いうとそうでもない。スペクトルを見る経験も大

部物をいう。幅広い水素の自色矮星はもっともわ

かりよい対象である。高温の暗い天体になると,

自色矮星と準矮星の差も微妙になって くる。実際,

2ケ所で別の分類をしている例 もよくある。立派

な輝線を期待 していたせいでクェーサーもなかな

かわからなかった。むしろ分類不可能な奇妙なも

のがあればクェーサーと疑った方がよかったらし

い。それともうひとつ,結構変化する天体が含ま

れていることである。それが分類を一定にしない

ひとつの理由にもなり得る。

何回か測光や分光観測を重ねると,そ の変化を

見ることが出来る。激変星とよばれるものや連星

系も多いのだから変化するものがあるのは当然で
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ある。われわれの得た候補天体には既に有名なも

のも含まれている。 しかし誰も知 らなかったもの

も,かなり面白いものもある。一番平凡な,誰か

に言われた主系列の青い星にしても,銀河面を離

れて暗ければ,距離の遠い星として興味がある。

これ らすべて自前の材料というのはなんともいえ

ない良い気持のものである。

ちょっとの気持で始めた仕事に,ほかの仕事を

ツメガエル X""“ sι

“
υjs(写真 1)に出合

ったのは筆者が大学院のマスター ●コースの 2年

生の時だから,筆者の場合,彼 らとの付き合いは

もうかれこれ四半世紀になる。写真に写っている

ツメガエルはもとは九州大学理学部・ 生物学教室

に飼育 してあったものであるが,こ の 4月 から筆

者と共にこの東京大学の動物学教室の一角に引っ

越 して来た。彼 らの仲間は総勢約 200匹で,写真

に示すような野生型のものの外に,ア ルビノ (自

いカエル)が30匹位 (こ れにはリボソームRNA

遺伝子欠損 ミュータントも含まれている), 同じ

くツメガエルではあるが写真のものとは亜種の関

係にあって,やや小さな X"opas bο
“
αJιsが同

じく30匹位である。

このカエルはもともとはアフリカが故郷である

(ち なみに,正式な名前,すなわち標準和名はア

フリカツメガエル)。 だから,以前にはアフリカ

のケープ・ タウンからアリタリア航空 (イ タリア)

のジェット機などに乗って日本に売 られて来たも

のであるが,現在は日本のここかしこで養殖され,

実験動物として売 られている。

筆者らがはじめてこのカエルを研究に使った時

は,こ のカエルは群馬大学の内分泌研究所にしか

居なかった。このカエルの腹腔 (あ るいは背なか

やめてのめりこんだ。この10年で天文観測の様子

も大部変ってきた。若い人は写真現像などしたこ

とのない人もいる。寒いドームのなかで何時間も

星をガイドすることもなくなった。体を楽にして

仕事がはかどるようになっている。しかし初夏に

なると,ガイドしながら慈悲心鳥をきいたのもよ

かったと思いもするのである。

ツメガエルとの引 っ越 し

塩 川 光一郎 (動物学教室)

写真 1

ツメガエルのカップル。ウナギの飼育場で育てら

れ,売 られてきたツメガエルのオス (左)と メス

(右)の ある日の表情。ガラス棒のひとメモリは5

m。 右のメスはやや大きく,産卵のための管をも

っている。その丸い目が無邪気である。撮影,筆
者。

の lymph sac)に 生殖腺刺激ホルモンを注入する

と,オ スはうしろからメスのおなかに抱きついて,

産卵行動を起す。その反応がひじょうに鋭敏なこ

とか ら,昔 は妊婦 (と 思 しき婦人)の尿を検体

として,いわゆる妊娠反応のバイオアッセイ用に

もちいられていたそうである。このことからも予

想できるように,こ のカエルは生殖腺刺激ホルモ

ンを注射することによって,一年中産卵させるこ

17-―
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とができる。従来から日本に棲息 しているカエル

の場合,そ の産卵のシーズンがごく限られている

から,ツ メガエルをもちいる発生学の研究は材料

の確保という点からみると,大変有利なものとな

る。更に,こ のカエルにはもうひとつの特徴があ

る。それはカエルに舌がないこと (分類学上は無

舌亜目に属する)。 そのために,飛んでいるハエ

や力を舌で捕えることができない。また,こ のカ

エルは四六時中,水の中に居なければ皮虜が乾い

て死んでしまう。では,水中から
《
テッポウウオ "

のように水を飛ばし,昆虫をねらい打ちする技術

を持っているのかというと,そ うでもない。彼ら

はエサに近づき,両方の手であたかも人間がもの

を "ほおばる "よ うなしぐさで,エ サを口に運ぶ

のである。だから,こ のカエルの飼育には肉屋さ

んで手に入る牛 レバーの角切りやコイのェサなど

を与えればよい (も ぅとも,牛 レバーで育てると

コイのエサは食べなくなる。逆は真ならず,と い

われている)。 このことからわかるように,こ の

カエルは飼育が簡単である。

更に,別な特徴 もないわけではない。それは,

このカエルの胚細胞にはR N ase(RNAを 分解す

る酵素)が比較的少ないことである。このことが ,

このカエルをもちいた初期の分子生物学研究 (そ

して,それはとりもなおさず,発生現象の分子的

研究そのものの始まりでもあつた。そういう重要

な役割をこのカエルが果 したのだが)を大変容易

にした。 というのは,当時,両生類胚をもちいた

生化学的研究というと,ほ とんどの場合 ヒョウガ

エル Rαれα ppιθれsか,ア カガエル Rαんα′″οれι―

cα が使われていたのであるが,こ れらのカエルの

胚細胞には RNaseが多量に含まれ,そ のために

RNAの 抽出が大変困難だったからである:だか

ら,RNase含量が低 く,従 っていつも安定的に

RNAを 抽出することのできるツメガエル胚の使

用は,こ の分野の研究をひじょうに促進 した。

以上の紹介から,ツ メガエルが材料として大き

な利点をもっていることは明らかであろう。そこ

で,筆者 も1964年,恩師山名清隆先生の御指導で ,

それまで行なっていたアカガエルの実験をツメガ

エルで行なうことにした。当時の恩師川上泉教授

の研究室では,すべての実験形態学的研究がイモ

リ卵をもちいてなされていたので,ッ メガエル卵

をもちいる分子発生学の研究のスター トはひじょ

うに目新 しいものと感 じられた。

以来,山名先生とツメガエルと筆者の 3者から

成る研究生活が始まり,それがずいぶん長 くつづ

いた。途中, 3年間は大阪の武田薬品の中央研究

所に身を置き, ウイルスの薬を開発する研究に従

事 し,ま た,それにつづ く2年間はニューヨーク

の血液センター研究所において,イ ース トの ミュ

ータントをもちいて遺伝情報の核から細胞質への

トランスポー トの機構の研究をする機会に恵まれ

た。そして,武田薬品の研究所では杉野幸夫先生 ,

ニューヨークではポゴ先生という恩師を得ること

ができた。 しか し,結局のところ山名先生の居ら

れる川上研究室に舞いもどり,再びツメガエルと

の生活がつづいた。そして,気が付いてみると,

ツメガエルと筆者というコンビで,こ の東京大学

でまた新たなる出発をするという運命になってい

たわけである。

東大に来てみて気付いたことは,高い木々の緑

のあいだからの陽の光が素晴しいことだった。そ

れは以前にどこかで見て忘れていたものだった。

大げさにいうと,そ の木立ちはバージニアの田舎

の森の一角を想出させもしたし,そ の本々の間に

見えるレンガ建 りの研究室はニューヨーク効外の

筆者 らがかつて住んだアパー トの一角にも似てい

た。キャンパスの中に思いがけず坂が多く,それ

らはカリフォルニアのバークレー校の一部分のよ

うであったし,三四郎池はノースカロライナで何

度か訪れたデューク大学の池の一部分にも似てい

た。 しか し,筆者が間もなく理解 したうれしいこ

とは,そ のようなたたずまいのなかで,研究室の

学生諸君がなかなかに素晴しいということだった。

まわりの一人一人がそれぞれ充分に個性的であっ

たし,他の人の気持をおし測って,思いやる優 し

さを持っているように見受けられた。だから,こ

18-
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世界のツメガエル研究者の連体を示す,あ る日の寄せ書き,1986の 4月 9日 から12日 まで,イ ギリ

スのロンドン効外のノーリッチで第 2回 目のツメガエル国際会議が持たれ,筆者も日本から参加した。

会のおわりに,主催者のひとリガードン教授の提案で,会の事務を一手に引き受けて苦労をしてくれ

た教授の秘書のバーバラに対し,出席者の寄せ書きを贈ることになった。この図はこの時の会の講演

要旨集のまだとじられていなかった一枚の黄色の表紙に皆でサインをすることによってつくられ,バ
ーバラに手渡されたものであるが,後 日,正確に複製され,ガードンその人と筆者にバーバラから

“This is a lilnited edition-lilnited to two, one for you and one for Dr.Gurdonl."  と

いうことばと共に特別に送られて来たものである。なお,こ のノーリッチの会議の詳細については,

塩川ら (1987), 蛋白質・核酸 。酵素,32(3), 271-276に 述べてある。
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ういう雰囲気であれば,連れて来られたツメガエ

ル達にも良いことが起りそうな気がした。

カエルや,そ の卵たちを単に自分の新発見のた

めの消耗品 (す なわち,も の)と して無神経に材

料に供するということと,彼 らに愛着をもって大

切に扱い,そ の上で必要に応じてそれらを利用し

てゆく,と いうことは少しちがうことのように思

う。ツメガエルはものを言わない。だから,彼 ら

の側からの信号は少ない。それだけに,ど ういう

状態が彼らを快適な状況に置くことになるかを日

頃注意して見守っていくことは研究には必要なこ

とではなかろうか。仮りに多すぎる数の卵を小さ

な容れものに入れて,水をかえないで放置したの

では,おそらく彼らは本当の姿を示してくれない

だろう。たとえば,酸素の不足から卵や胚は息も

絶え絶えになってしまうかも知れない。

幸いなことに,こ の動物学教室の学生諸君には

気持のうえでずいぶん
《
ゆとり"があるように感

じられた。だから,これから始められる研究にお

いては卵や胚たちがどうしているかな,と いう配

慮が充分なされるであろう。そのようにして若い

諸君が頑張ってくれていると,いつの日にか,ツ

メガエルの卵や胚たちが人々の幸せにつながる素

晴しい成果に変身するだろう―。その積み重ねが,

他の研究者や一般の人たちを勇気づける日が来る

だろう。

もし,い ろいろのことがうまく展開し,上に述

べたようなことが現実のものとなってくるならば,

ツメガエル研究は素晴しい成果を挙げたことにな

るのではなかろうか。この理学部の一角に端を発

したツメガエル発生の研究から,人々の輪 (和 )

が大きくふくらみ,世界的なつながりへと育って

ゆくことも夢ではないだろう。そういう日がやっ

て来る時,こ の度東大に引っ越して来た約 200匹

のもの言わぬ水中の動物たちも,「やって来たか

いがあった」と,満たされることになるのではな

かろうか。写真 2に示す寄せ書きは,そ こまでは

まだ至っていないけれども,少なくともツメガエ

ルの分子発生学の研究者たちの輪はすでに世界的

規模でお、くらみつ あヽることを示す具体的な証拠

である。
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生 物学の お も しろさ

一 ミクロとマクロー

私は何の因果か,こ の理学部で生物学を生業と

している身でありますから生物学が,こ の世の中

で一番おもしろいと思っています。何がそんなに

おもしろいのかというと要するに「生き物という

奴は訳の分からない,びっくりするようなことを

いろいろなレベルで行ってるが,がんばれば,そ

の行動の意味づけや機構も分かって くるので勝利

感が味わえる (調べていくとその先のことは必ず

次の課題として現れて来て敗北感に打ちひしがれ

ることは分かっていても)。 」ということだと思い

ます。この勝ったり負けたりするところが何とも

言えない快感なわけです。なん面でも限りなく続

いて,決 してゲームオーバーにならないファミコ

ンのソフトみたいなもので,意外なところで隠れ

キャラクターがでてきたり,どんでんがえしがあ

ったりします。ファミコンとちがうことは,自分

の進んでいる道が,予め決められているものでは

なくて,自分が自由に選んで作っていくことがで

き,マ クロからミクロのレベルまで,ど こまでも

広げることができるところではないでしょうか。

最近,中公新書から私の大学院時代の指導教官

である江上信雄先生の
(メ

ダカに学ぶ生物学 'が

出版されました。そのなかで,江上先生は,「私

たちの世代が経験 した生物学の発達は革命的とも

言われる。半世紀前の少年が夢にみた生物学と現

実はかけ離れてみえる。それにもかかわらず,自

然への興味と一見不可思議にも見える生命現象の

解明, ミクロとマクロな次元を通 じての自然科学

的生命観を求めるといった生物学の本質には変わ

りはないと思っている。」 と述べられていますが,

まさにその通 りだと思います。私も,同 じ様なこ

とを前の段落で言いたかったのですが,さすが言

三 谷 啓 志 (動物学教室)

葉の重みが違います。この本には,江上先生が,

学生時代に行っていたメダカの産卵実験や生殖行

動に関する実験から,最近の研究内容までが紹介

されていますが,先生のように一つの材料に関し

て, ミクロからマクロまでの全体像を意識しなが

ら研究者が少なくなってきている気がします。子

供の頃,怪獣映画に出て来る
u博

士 "は化石のこ

とから生物学,文献学 (古代文字も読める !)ま

でを極めていましたし,テ レビや雑誌に出ていた

“○○博士 "と 呼ばれる人々は,そ のことに関し

ては何でも知っていました。どうも,むかしは,

そうした南方熊楠のような "博士 "がたくさんい

たらしいのですが一体どこに行ってしまったので

しょうか。

最近,お もしろい生物現象にでくわしました。

テニスをしていたのですが,シ ューズが足に合わ

なかったため,滑った瞬間に足の親指の爪に無理

やりはがされそうになってしまいました。見ると

爪は,はがれなかったものの,爪の下のところ全

体が内出血して赤紫になってしまいました。とり

あえず医者も嫌いなので放っておきました。 3週

間ほどすると内出血がなくなって,直 った直った

と喜んでいたのですが,そ の内に爪が段々つやが

なくなってきました。変だなあと思っていると,

2カ 月程したある日,風呂に入って足を洗ってい

たら足の爪が一枚全部ぽろっととれてしまったの

です。取れた爪は,琴爪と全く同じ形で,き っと

同じ目にあった人が考案したものであったにちが

いないと冷静に考えつつも,内心,こ れは困った

ことになったものだ,一生,足の爪がないままだ

ったらえらいことだ,電車で足でも踏まれたり,

だれかに鉛筆の先でつつかれたりしたら痛いだろ

●
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うなと風呂の中で考え込んでしまいました。よく

映画で爪の間につま楊子を差し込む拷間の場面が

ありますが,それよりも痛そうです。しかし,よ

くみると爪の取れた跡はなんとなく他の皮膚の

ところとは違っているようで,勇気を出して触

ってみるとちょっと固くなっていて,生まれたば

かりの赤ん坊の爪のようなものがちゃんとあるこ

とが分かりました。まるで自分が脱皮したばかり

の昆虫になったみたいで,なかなか不思議な気分

になりました。この爪らしきものは,爪 と皮膚の

中間体みたいなものでした。これが,段々厚くな

って,ち ゃんとした爪になるのかと思っていたの

ですが,ど うしてもこれは応急処置のための "爪

もどき"であったらしく, しばらくすると爪の根

元のところから固い大人の爪が徐々に生えてきま

した。つなぎめのところは,は っきりしてし―ヽて,

この爪もどきは,指の先のところから段々薄くな

ってきてボロボロになってとれていきました。現

時点で,本当の爪が,指の半分ぐらいのところま

で生えてきています。もうすぐ,元の状態に戻る

ものだと思いますが,エ キサイティングな生物現

象を目前でみたようで,ち ょっと得した気分にな

りました。こうした爪の再生現象を見てきた人は,

人類の歴史の中で数限りなくいたはずで,それぞ

れに,びっくりしたに違いありません。私の場合,

あの爪もどきは,い ったいどこから生えてきたか,

本当の爪がある程度のびてくると退化 していくの

はなぜで,爪の根元で細胞分裂はどうなっている

のか等々,生物学者としての疑間が次々にわいて

きました。爪が,はがれかけた時,細胞がその情

報を受け,遺伝子の発見を制御 し,ケ ラチン化し

て爪になっていくまでの分子・細胞レベルでどの

様な変化が生じるのかというミクロの問題から,

爪というものを動物が獲得してきた過程や形態の

多様性といったマクロな博物学的問題にも興味は

ひろがっていきます。猫と馬と人を比べただけで,

動物によって爪の形態はずいぶん違うわけで,同

じ人間でも爪の形に個人差がずいぶんあるようで

すが,こ うした差を遺伝子レベルから生態学的レ

ベルにわたって解明する試みも,き っとおもしろ

い話になる様な気がします。生物学をやっていた

おかげで,多少痛い思いをしても,こ うしたミク

ロからマクロまでひろげていくことのできる妄想

(?)を簡単に楽しむことができたわけです。

i●
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謬30m気球望遠鏡BAT-2の 飛揚実験 6月 1

日18時 2分 ,宇宙科学研究所三陸大気球観測所よ

り,気球望遠鏡BAT-2号 の 6回 目の放球が行

われた。このプロジェクトは国立天文台 (小平 。

中桐), 宇宙科学研究所 (矢島)と の協力で行わ

れているもので,姿勢制御付き30卸望遠鏡にフー

リエ分光器を搭載 し,赤色巨星大気中の水蒸気量

を浪1定 しようとするものであったが,高度27kmの

低温と低圧のため分光器の調整が狂い,所期の目

的を達することができなかった。 しかし,姿勢制

御はほぼ完ぺきに行われ, 0等星から6等星まで

粗制御で 0.1分角,精制御で 1秒角を割る制御精

度が実現 した。田中 済 。中田好一 。尾中 敬・

橋本 修  (天文)

魏銀河磁場についての国際共同研究 およそ磁場

をもたない天体は存在 しない。惑星や太陽,星は

もちろん,銀河や銀河団,銀河間空間にいたる巨

大な天体にも磁場が存在する。銀河における磁場

の構造やその発生,維持のメカニズム,そ して磁

場が銀河の構造や進化,活動にどのような役割を

果たしているかは,現代天体物理学に課せられた

大きな問題の 1つ である。 このような課題につい

て「銀河の磁場構造と活動」と題した国際共同研

究 (日 本学術振興会 :代表祖父江義明)が西独マ

ックスプランク研究所との間で行われている。こ

の研究を通 して,銀河磁場の大局的な形状がスパ

イラル状であることがほぼ明白になり,ま た銀河

中心の磁場は,銀河面に対 して垂直であることな

どが明らかになった。銀河磁場の維持のメカニズ

ムとして星間空間で起こるダイナモ作用や,磁場

の起源として宇宙磁場と原始銀河の関係が論 じら

れてきた。1989年 6月 24日 から30日 にはハイデル

ベルグで国際天文学連合主催の国際シンポジウム

「銀河と銀河間空間の磁場」がもたれ,日 本から

も上記の国際共同研究参加者など多数が出席 し,

銀河磁場の起源と維持の問題,お よび ジェット現

象など銀河中心の活動の問題などについて発表と

討論が行われた。祖父江義明  (天文センター)

翡伊東沖海底噴火 本年 6月 30日 から始まった伊

豆半島東方沖群発地震は, 7月 11日 には火山性微

動が著 しくなり, 7月 13日 の海底火山噴火へと推

移 した。伊豆大島で1986年の噴火時から観沢1を継

続 している火山噴気温度が,今回の地震火山活動

に呼応 して変化 し,IIA火の前兆とも考えられる異

常な温度変化をとらえることができた。また,一

連の活動を調べるため,伊東市内の温泉源 2ケ所

に水位,水温等の連続測定装置を緊急に設置 し,

新たな観測を開始 した。 脇田 宏・ 野津憲治・

五十嵐丈二  (地殻化学 )

鶉高等植物における性表現と生殖システムの進化

7月 18日 ～21日 の 4日 間にわたり,三島市国立遺

伝学研究所において表記のテーマに関する日米科

学協力事業セ ミナー (日 本学術振興会・ NSF共

催)が開催され,外国から7カ 国17名,国内から

21名 の研究者が参加 した。日本側では理学部植物

園の研究スタッフが組織・運営に責任を負った。

自殖率,雌雄異株性,無性生殖の進化や雌雄性機

能への最適投資配分,性選択などの諸問題につい

て発表と活発な討論がなされた。本セ ミナーは最

近急速に研究が進歩 した表記のテーマに関する最

初の国際会議であり,そ の内容は専門学術誌の特

集号として出版される。 矢原徹一・ 村上哲明・

岩槻邦男 (植物園)

翡磁気赤道上空大気のロケット観測 インド国立

物理研究所の K.S.ザルプリ博士が共同研究のた

め来訪,約 2週間滞在 した。電離圏生成機構の定

量的解明のため,日 印共同のロケット観測を昨年

インドで実施 したが,双方の観漫1データ解析が終

理学部研究ニュース

●)

0,
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ったので,結果を持寄って検討を行った。 岩上直

幹・月刈|1利紘 8月  (地物研)

鶉ツメガエル卵に注入 したDNAの 挙動の解明

中国よりの博士課程留学生,付予昌君とかねて九

州大学に在籍中より行なってきた「ツメガエルの

卵母細胞,未受精卵,お よび受精卵に注入した外

来l性 クロラムフェニコール・ アセチル トランスフ

ェラーゼ遺伝子の挙動に関する研究」がまとまり,

このほどヨーロッパで編集されている雑誌,Rou

x's Arch.Dev.Biol.に 本論文が掲載されること

が決定 し,こ の分野における一里塚的研究が完成

した。 8月 10日 に九州大学において学位の審査を

おこなう予定であり,めでたく博士が誕生するも

のと思われる。 塩川光一郎 8月 1日 (動物 )

(注 。筆者は4月 1日 東大理学部に着任 )。

鶉アンモナイ トの初期発生 主として北海道白亜

系産標本の初期殻体構造の検討から,中生代アン

モナイ ト類 (軟体動物頭足類)の胚発生過程での

内殻性から外殻性への体制変化を考えるモデルを

提唱した。このモデルによれば,ア ンモナイ ト類

はオウムガイ類よりもむしろコレオイ ド類 (イ カ

・ タコ類)に発生学的な類縁性があると考えられ

る。詳細は Historical Biology誌 (1989)な どに

公表 した。 棚部一成 8月  (地質)

鶉 LEP活 動開始 CERNの 電子・陽電子衝突

装置LEPは 8月 13日 夜,ビームエネルギー45.5

GeVで衝突を試みた。その後間もなく23時 10分に

素粒子物理国際センターの参加するOPALグ ル

ープの検出器でLEPで 最初の Z粒子の崩壊の事

例を検出した。その後約 2時間の間 4個 の事例を

検出し,LEPで 実験中の他の 3グループが検出

した 3個 とあわせ,合計 8個の Z粒子が検出され ,

CERNは 14日 午後このことを正式に発表 した。

実験は17日 まで続けられ,そ の間にOPALグ ル

ープは全部で21個 の Zの崩壊事例を検出した。こ

れは他グループより格段に多い数である。又実験

初期には実験の条件が悪 く,最初のOPALに よ

る 5個の事例は東大グループの責任で設計,製作

した鉛ガラスカウンターがその検出に決定的な役

割を果 した。実験は9月 申旬に再開される予定で,

短期間に数多 くの Z粒子を検出し,そ の特性につ

き精度の高いデータが得 られ, Z粒子が媒介する

弱い相互作用さらに "標準モデル "についてもよ

り深い知見が得 られると期待される。

山本祐靖  (素粒子)

勒ソリッド・ モデルにおける比較演算 情報科学

科國井研究室は,CADシ ステムのもう一つの機

能として三次元物体の比較演算子法を開発。1989

年 7月 27日 から29日 まで,米国マサチューセッツ

州で開催された国際会議 “The 1989 1FIP WG

5 10 1nternational Vヽorking cOnference on

Workstations for Experiments"で 発表された。

これにより, 2物体の等価性を容易に調べること

ができ,効率的にソリッド。モデルを構築できる。

また,本手法を用いて,物体の類似性を調べるこ

とも可能である。現在,閉 リコー・ ソフ トウエア

研究所の VAXstation 2000上 で稼働中である。

李明苑・佐藤敏明・國井利泰 8月 23日  (情報

科学)

勒再帰グラフを基にしたソフトウェア開発支援ツ

ール 汎用の再帰グラフデータを扱うことを基本

とし,視覚的なグラフ・ エディタを合わせ持つソ

フ トウェア・ ツーノレをUNIXワ ークステーショ

ン上に開発。米国マサチューセッツ州で開催され

た国際会議 “The 1989 1FIP WG 5.10 1nter―

national VVorking Conference on Workstati―

Ons for Experiments"(1989年 7月 27日 から29

日)で発表された。現在本システムは, ロボット

・ シミュレータの開発 。運用に利用されている。

開発中のロボット・ シミュレータは, ロボットの

形状と動きの入力, 3次元の集合演算,及び 4次

元の干渉チェック等を含んでいるが,そ れらのプ

ロトタイピング作業が,こ のッールによって大幅
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≪学部 消息 >

元年 6月 21日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議題 (対 前回議事録承認

レ)人事異動等報告

0)奨学寄附金の受入れについて

14)物品寄附の受入れにっいて

b)人事委員会報告

G)教養学部連絡委員会報告

け)教職課程委員会報告

18)会計委員会報告

Ю)企画委員会報告

tOl 理学院計画委員会報告

00 その他

モ授教
△

元年 7月 19日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議題 は}前回議事録承認

曖)人事異動等報告

13)奨学寄附金の受入れについて

に}人事委員会報告

b)会計委員会報告

G)企画委員会報告

(η 理学院計画委員会報告

幅)その他

(講師以上 )

所 属

情   報

天   文

生   化

化   学

生   化

中 間 子

素 粒 子

生   化

地   物

地 物 研

(助 手 )

所 属

数   学

化   学

物   理

憲

一

夫

博

幸

忠

二

廣

夫

　

一二

紘

明

憲

英

信

正

謙

洋

　

英

　

洋

利

澤

本

庭

杉

本

嶺

塚

田

庭

　

野

川

米

野

伊

小

山

永

戸

武

伊

　

浜

小

師

授

講

教

官 職

教   授

助 教 授

官 職 考

一　
博

郎

名

龍

浩旦

康

町

任

明

氏

水

時

一二

人 事 異 動 報 告

発令年月日

平元.6 1

元.6.16

元.8 16

発令年月日

元.531

元.61

元.6 15

-26-

異動内容

併  任

配 置 換

昇  任

併任解除

併  任

異動内容     備

辞  職

転  任  筑波大助手から

辞  職

備       考

本務 :東工大教授 任期 :元 .9.30ま で

教養学部助教授から

医科研助教授ヘ

京都大助教授ヘ

医科研助教授から

助教授から

本務 :神戸大教授 任期 :2.331ま で

本務 :医科研助教授
任期 :2.3.31ま で

地震研助教授から

助教瀬

"ゝ

ら



所 属

生   化

数   学

生   化

素 粒 子

物   理

地 球 物理

官 職

化

情

物

数

(職 員 )

所 属

事 務 部

官 職

事 務 官

所 属  受入れ教官

地 学 科  田賀井助教授

物理学科  大塚助教授

物理学科  和田昭教授

物理学科  大塚助教授

地 学 科  速水 教授

物理学科  大塚助教授

化 学 科  増田 教授

物理学科  大塚助教授

物理学科  長澤助教授

物理学科  一丸 教授

物理学科  大塚助教授

氏   名

芝   清 隆

河 東 泰 之

三 瓶 厳 一

塚 本 俊 夫

豊 島   近

豊 島   近

高 野   敬

大 西  1,洋

白 井 靖 人

家 富   洋

東海林 まゆみ

氏   名

朝 野 英 彦

能 代 久 幸

佐々木   守

発令年月日  異動内容

元.724 勤 務 替

教務職員から

備

人事掛から研究協力掛ヘ

研究協力掛から庶務掛へ

庶務掛から人事掛ヘ

発令年月日

元,6.15

元.6 16

6  29

6  30

7.  1

8   1

8  15

8  16

異動内容

辞  職

採  用

復  職

辞  職

勧奨退職

採  用

考備

一九
　
一九

　
　

　

一九
　
一九
　
一九
　
一九

学

報

理

学

職
一
任

復

昇

外 国人 客員研 究員報告

国 籍

ドイツ連邦
共 和 国

ドイツ連邦
共 和 国

フ ラ ン ス

イスラエル

フ ラ ン ス

フ ラ ン ス

研究員期間

元.65～
2  6  4

元.67～
元.8 7

元.67～
元,7.30

元.620～
元.720

元.715～
2.531

元.723～
元.1118

備 考

63.6.15教 授
会承認の延長

元.7.19‐教授

袋蚤
認の期間

”
　

　

”

一九
一九
　
一九
一九

力
国
　
　
民
国
　
民
国

利衆　　執和　執和

ア
合

　

中
共
　
中
共

力
国
　
民
国

刑衆　執和

ア
合
　
中
共

氏    名   現     職

FEUER,Helmutフ ランクフル ト大学
KIaus     助手

GELBttian  雀撃新奔訴曇霞レ
物

D」ABALI,   CNRS研 究員
lA4alek

TALTν日,Igal  
晃菖

ツマン研究所研

VANNIER,」 ean CNRS研究員
A/1arcel Charles

BARRETT,   アリゾナ大学教授
Bruce

Richard

Z瞥°'等n堪
静癬易謝罰毅捜

球イ畔

Yザ
髯
←
罪 ☆売奈美撃婆代物理

学研究所副所長)

MII, CNRS主
任 研 究員

HUBBARD,   アリゾナ大学教授
William

踏  腎  Jヒ
京大学教授

-27-
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(訂正 )

理学部広報21巻 1号 (6月 発行)の外国人客員研究員のうち,化学科 其魯氏の研究員期間に誤りがありましたの

ので下記のとおり訂正いたします。

記

正  元.4.1 ～ 元.7 31

誤  元.41～ 23.31

理学博士の学位取得者

〔平成元年 5月 22日 付 (4名 )〕

●   
論 文 博 士  杉   憲 子  沈み込む海洋プレート内部の応力解放様式

地 質 学  松 濤   聡  原子太陽系星雲の歴史―非平衡普通コンドライトのマトリックス物質についての

岩石学的研究からの制約

相関理化学  青 山 圭 秀  有機金属化合物のペニングイオン化電子分光

植 物 学  許 斐 康 嗣  アラスカエンドウ種子胚軸の発芽初期過程におけるフイトクロムの生成

〔平成元年 6月 26日 付 (6名 )〕

論 文 博 士  立 川 真 樹  可飽和吸収体を含む単一モー ドレーザーにおける不安定性とカオス

物 理 学  関   博 文  トルサトロン/ヘ リオ トロン装置 SHATLET-lИ におけるレーザー生成プラ

ズマの閉じ込め

論 文 博士  一 井 信 吾  相対論的σ―
"模

型による原子核の磁気的性質

論 文 博士  坂 倉 俊 康  有機金属化合物の特性を活用するカルボニル化合物の新しい合成手法の開発

論 文 博 士  池 田 安 隆  プレート内逆断層の構造と発達過程に関する地形学的研究

論 文 博 士  浅 香 修 治  インコヒーレント光による蓄積フォトンエコー

〔平成元年 7月 18日 付 (6名 )〕

相関理化学  島 田   宏  高電場,強磁場内化合物半導体でのポーラロンによる非線形光伝導現象

論 文 博士  K.R.     ヒマラヤ産イチゴツナギ属の分類学的研究
Raibhandari

論 文 博士  吉 田 美穂子  水素化アモルファスシリコン及びその合金系における二重項励起子状態

論 文 博士  岸 田   隆  入射運動量領域 15-4 0GeV/cでの重陽子―重陽子,重陽子―炭素原子核及び

重陽子―アル ミニウム原子核全断面積の測定

情 報 科 学  佐 竹 伸 夫  問題解決能力を生得的とする第一言語習得のモデル :過度の一般化を通しての規

則の正しい適用の習得

物 理 学  塚 本 俊 夫  MeV領 域の e・

「

相互作用及び原子核崩壊に於ける中性粒子の探索
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理 学部 長 と

5月 15日 , 6月 19日 , 7月 17日 に,理学部長と理学

部職員組合 (理職)と の定例の交渉が行われた。また,

技術系職員の組織化に関して, 5月 18日 に緊急学部長

交渉, 5月 24日 に懇談, 5月 30日 に会見を行った。そ

の主な内容は以下のとおりである。

1.技術系職員の組織化 について

5月 15日 の交渉で,理職から,ま ず,こ の間の理学

部学局の技術系職員の組織化の進め方は,技術職員

の意向を無視したものであるとして批判かあった。そ

して,組織規程について技術職員に対して説明も合意

も無いまま,本部に上申して組織化を強行するつもり

かどうかについて質問が行われた。学部長は, 3月 3

日に理職委員長宛に藤田前学部長が送った組織規程に

対して意見が無かったので,合意が取れているとみな

し組織規定を上申するつもりであると答えた。理職か

藤田前学部長の手紙は私信と明確に書いてあり公的な

ものではないと反論したのに対し,学部長は委員長の

ところに送られたのだから公的なものとみなすと答え

た。

5月 18日 の交渉は,前日に行われた教授会で組織規

定が了承され,その扱いか学部長に一任された結果を

受けて緊急に行われた。理職から組織規定について技

術職員に何ら説明かなされていないことに関して抗議

が行われた。学部長は手続的には必ずしも充分であっ

たとは思わないが,組織規定を上申するかどうかは,

総長室と東職の協議内容,学部長会議の結果等をお、ま

え, 5月 31日 迄待って学部長が判断すると答えた。

5月 24日 の懇談会では,理職は組織規定の上申時期

を遅らせ,組織規定を充分検討する様要求した。学部

長はその必要はないと述べ,上申は自分の判断で行う

旨発言した。

5月 30日 の会見では,理職から,組織化強行に反対

する全技術職員の 9割以上にのぼる署名が手渡され,

当日行われた関連学部長・研究所長会議の結果につい

て聞いた。学部長は,組織化については総長に一任さ

れたこと,理学部の組織規定は上申しない旨を述べた。

6月 の交渉では,理職から6月 1日 実施延期後の事

態の進展状況と今後の方針について質問があった。学

部長はこの間の経過と今後の意向を技術系職員に1ケ

月位の間に知らせるつもりであると答えた。また組織

化は必要であると考えており,本部の動きがわかり次

第,当事者と話をして組織規定・運用内規について決

理 職 との交 渉

めて行きたいと述べた。理職から,技術官という職名

を本部か検討する方向なのに対し,理学部では全く考

慮されていないことについて指摘があった。学部長は

本部で技術官を認めれば理学部の組織規定も改めると

述べた。他省庁や他大学に比べて東大の技術職員の待

遇が悪い理由については,当局として努力が足らなか

ったことも一因であると思われると述べた。

7月 の交渉で,理職から技官問題に関する学部長の

まとめについて質問があり,学部長は1週間以内にまと

めると答えた。理職から,国大協から回答を依頼され

た技術職員の組織化と研修の現状に関するアンケート

に関して,問題点や議論を書く欄に理職の意見を反映

させてもらいたい旨要望があった。また回答を見せる

用意があるかどうかについて質問があった。事務長は

技官問題検討小委員会委員長と相談すると答えた。

2.理学院計画 について

各教室に対して教官 。学生に関する意見聴取を行っ

たことに関して,理職は,教室により助手が全く関与

していないなど意見の集約方法に格差があり,全構成

員の意見聴取になっていないと指摘した。これに対し

て学部長は,全員の意見を求める様再三主任には依頼

してあるので,後は各教室で要求してもらいたいと述

べた。また,調査結果については,教授会に報告した

上で,主任を通じて意見を求めた範囲 (全教官)には

知らせると述べた。事務職員に関する調査についても,

理職は,主任か適当に処理して現場の声が反映されて

いない教室のあることを指摘し,ま た結果を職員にも

知らせる様要求した。 7月 の交渉で学部長は,こ れら

の調査結果については現在各委員会で検討中であると

述べた。付置研・教養に対する意見聴取について,付

置研に対しては調査を行っているが,こ れまで理系委

員会の中で議論の場がなかったので,今後は新たに懇

談会を設置するつもりであると述べた。 5月 の交渉で,

理職が,今後の調査では細部ばかりでなく助手問題な

ど根本的な問題点についても意見聴取してもらいたい

と要請したのに対し,学部長は,助手制度の変更は考

えていないが,制度を変えない範囲ではできることを

検討したいと答えた。

5月 の交渉で,広域理学専攻が来年度の概算要求と

して出されることが明らかとなり,理職は,ま だ検討

中の「第 3次素案」の中に書かれているものが,充分

な議論もされずに出されるのは問題であると述べた。

-30-



これに対して学部長及び久城評議員は,充分な議論の

ないことを認め,広域理学専攻は,理学院とは別に独

立専攻として要求するものであり,将来広域理学院が

できればそれに吸収されるだろうが,できなければ独

立に存在し得るものであると述べた。内容については,

教室間を横断した研究を行うもので, 4専攻から成り,

8名の教授 。助教授,学生定員40名,兼任教官80名 で

概算要求に出したと説明した。

今後の計画の進め方について学部長は,10月 末迄に

急ピッチで案を固め,他部局付置研・教養と意見調整

をしてまとめ来年 6月 に概算要求として出したいと述

べた。教職員 。学生の定員については,教官の定員増

はなく,技術系職員 。事務職員は30～40名の定員増,

学生は現状維持,院生は 15倍程度で要求する意向を

示した。定数削減の厳しい状況の下で,概算要求に職

員の大幅定員増を入れる大義名分の有無を聞うたのに

対して,学部長は,理学部の研究支援体制を最も良か

ったレベルに戻すということもひとつの考え方だと答

えた。また,専門職を導入して待遇を改善しないと,

現在の様な悪い待遇では職員は来ないとの意見に対 し

ては,学部長は同感であると述べた。今後の各委員会

でなされる議論を説明会等で公表するようにとの理職

の要望に対しては,進行状況は知らせるが,逐一公表

することは誤解を招く可能性もありできないと答えた。

3.昇格改善要求について

5級事務主任の 6級昇格が実現したことに対して,

理職から理学部当局に謝辞か述べられた。また,行0
技能職員の 4級昇格の4月 1日 付実現, 4級事務室主

任の 5級昇格, 3級高位号俸者の 4級昇格について引

続き努力方要請があった。さらに理職から,工学部や

農学部に比べて理学部は昇格か悪いことを資料を示し

て指摘があり,学部長及び両評議員は同感であると述

べた。学科事務主任ポストについて事務長は,数が少

ないことは認識しているかポスト増は難しいと述べた。

理職から,女性の事務職員は昇格において差別されて

おり,現場の実態をよく知っている学部長や事務長か

ら昇格に男女差別をしないよう大学本部に強く訴えて

ほしい旨要請力`あった。

4.教務職員の助手化について

理職から,低い給与に抑えられている教務職員の救

済が目的であることを理解 し,助手の空きポス トがあ

れば定年退職の半年前にこだわらずすぐにでも助手化

するのが学部長のとるべき道ではないのかとの質問か

あった。学部長は,半年前という判断は助手の運用に

余裕を持たせる等の考慮から出てきたもので,半年よ

り前の実施は考えていないと答えた。また,総長預か

リポス トにより半年以前に助手にする可能性を聞いた

のに対しては,企画委員会で検討した結果今回の場合

6ケ月か限度であるという結論に達したと答えた。さ

らに,教務職員の待遇改善については引き続き努力す

るか,助手は研究者,すなわち業績主義集団であり,

そうでないところに置かれてきた教務職員を6ケ月以

上その集団に組み込むことは問題が大きくできない,

と述べた。

5.数学科の寄付講座について

7月 の交渉で,理職から,数学科の寄付講座に関し

て,日 経新聞で生命保険協会からの聴講生が毎年数10

人と報道されていることに対する事実関係について質

問があった。学部長は,寄付講座の開設に関しては 5

月の教授会で了解を得ているか,聴講生に関してその

ような約束はなく誤報である, しかしなから聴講を拒

むことはできないと答えた。大学を利用した企業研修

も可能となり,歯止めかなくなってしまうのではない

かとの問いに対 しては,特定の人に便宜をはかること

はいけないか,興味のある人には大学は開かれている

と答えた。また,契約書に人事・カリキュラムに (企

業1詢 発言権をもたないこと,就職に関して優先権が

ないことか書いてあり,学科が独自にやっているので

あればとやかく言うべきではない,と述べた。

6。 そ の 他

7月 の交渉で,事務職員に対する白衣の貸与の予算

措置については,希望者に 3年に一回ということで会

計委員会で了承を得た旨,事務長補佐が回答した。

6月 の交渉で学部長は,研究支援職員への学会参加

費等を今回初めて概算要求にのせた旨理職に伝えた。
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編 集 後 記

今年度第 2号の広報をおとどけします。この号には釜江先生の理学部とハワイ大学とを

結ぶ国際理学ネットワーク完成のニュースがあります。記事にありますように,これは現

理学部長,和田先生はじめ,ネ ットワーク委員の努力のたまものです。今日すでに電子メ

ールは研究者間に広く普及し,こ れなしでは研究連絡に支障を来すような時代になってい

ますが,直接外国の研究機関の計算機にアクセスすることは一般に困難でした。しかしこ

のネットワークにより世界の多 くのデータベースにアクセス可能になり,ま た外国の研究

機関から,大量の情報を迅速に得ることが,ま たそこへ送ることが可能になりました。こ

れは今後の理学部における研究に大きく寄与することになるでしょう。

余談になりますが,私はこの夏 1カ 月半ほど英国を中心としてヨーロッパの大学研究所

に滞在しておりました。現在国際会議を東大で開こうと準備をしていることもあって,東

大の計算機宛に送られてくる電子メールに緊急のものがないか大変気になっていました。

しかし大変有難いことに,私の滞在したほとんどの研究機関から,計算機ネットワーク経

由で現地の計算機から東大の計算機やまた自分の1研究室のヮークステーションを使用する

ことができました。おかげでこれらのヮークステーション等宛に送られてきた重要な連絡

も滞在している研究機関から読み,用件を処理することができました。実は私がこのよう

に外国にいながら東大の計算機を使用することができたのは,原子核 。高エネルギー研究

室の好意によるものだったのですが,釜江先生の記事にあるとおり,こ れからは理学部の

研究者は自分のミニコンもしくはヮークステーションなりをネットワークに接続すれば,

世界の多くの計算機から我々の計算機にアクセスすることが可能になったわけです。した

がって,我々の計算機も,世界に開かれた事になり,有意義なデータベースを作り上げれ

ば,世界の研究者に利用していただけることになります。考えられる1つ の例は,理学部

広報を拡充し,CERN一 Newsの 様に世界に開放することでしょう。研究ニュース欄な

どはうってつけの様に考えられます。なに? そんなことをしても誰もよんでくれない?

確かにまだ時期尚早かも知れませんが,広報紙もそのうちネットヮーク経由で読むような

時代がくるのではないでしょうか? (佐藤)
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